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機械器具（58）整形用機械器具 

管理医療機器  歯列矯正用アタッチメント  JMDNコード：41059000 

コンビ矯正用アタッチメント 

 

 

 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

1.形状・構造 

(1)リンガルボタン 

1)ウェルダブル[9130-102] 

 

 

 

 

2)ボンダブル 

(A)スタンダード 

      A)R4.5[9131-2A2]  B)R12[9131-2A3]   C)R15[9131-2A4] 

 

 

 

 

   (B)メッシュウィング[9132-202] 

 

 

 

 

   (C)メッシュシングル[9130-202] 

 

 

 

 

 

(2)クリンパブルフック 

1)Tトップ           2)ボールトップ 

 (A)フック長 a:2.7mm[9121-027]  (A)フック長 a:2.7mm[9120-027] 

 (B)フック長 a:4.0mm[9121-040]  (B)フック長 a:4.0mm[9120-040] 

 

 

 

 

 

 

(3)クリンパブルストップ[9123-001] 

 

 

 

 

 

2.原理 

歯列矯正治療において、歯牙、矯正用バンド、矯正用ワイヤに装

着し、矯正力を付与する。 

 

3.原材料 

ステンレススチール 

 

4.包装 

同種 10 個入 / 袋 

 

【使用目的又は効果】 

歯又は他の器材に付けて矯正力を付与するために用いる。 

 

 

【使用方法等】 

[使用方法] 

(1) リンガルボタン 

 1) ウェルダブル 

(A) 歯科技工用溶接ろう付器及び歯科用銀ろう等を用いて本品を

歯列矯正用帯環に溶接、又はろう着する。 

(B) 本品を溶接又はろう着した歯列矯正用帯環を歯牙に装着する

（装着方法は歯列矯正用バンドの説明書に従う）。 

(C) エラスティック等の牽引機器の一方の端を本品に掛け、他方

の端を他の矯正装置に掛ける。 

(D) 治療後は、歯科矯正用プライヤを用いて歯列矯正用帯環を撤

去する。 

 

 2) ボンダブル 

(A) 歯面及び本品の接着面を清浄する。 

(B) 歯科用接着材を用いて歯面に本品を接着する。 

(C) 接着剤が十分に硬化した後、エラスティック等の牽引機器の

一方の端を本品に掛け、他方の端を他の矯正装置に掛ける。 

(D) 治療後は、歯科矯正用プライヤを用いて本品を取り外し、歯牙

に残留した接着材を除去する。 

 

(2) クリンパブルフック 

(A) 歯科矯正用プライヤ等を用いて、本品を歯科矯正用ワイヤに

圧接して取り付ける。 

(B) フック部にエラスティック等の牽引機器の一方の端を掛け、

他方の端を他の矯正装置に掛ける。 

 

(3) クリンパブルストップ 

・ 歯科矯正用プライヤを用いて、歯列矯正用ワイヤに本品を固定 

する。 

 

[使用方法等に関連する使用上の注意] 

1) 使用する接着剤の指示に従って、歯面に接着すること。 

2) 油脂等により、適切な接着力が得られなくなるので、本品の接

着面を直接手で触らないこと。 

  3) クリンパブルフックは、歯肉に接触しないようにすること。 

 

【使用上の注意】 

 1) 口腔内で本品の削合や研磨を行わないこと。 

 2) 再使用しないこと。 

 3) 製品の寿命を著しく低下させるので、粗雑な取り扱いはしないこ 

と。 

 4) 口腔内を傷つけることがないように、取り扱いには十分に注意す

ること。 

 5) 本品の使用により発疹等の過敏症状があらわれた患者には、使用 

を中止し、医師の診断を受けさせること。 

 6) 本品を破棄する場合には、地方自治体の条例又は規則に従うこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1) 通気性の良い、乾燥した場所で保管すること。 

2) 腐食性ガスの付近で保管しないこと。 

 
**

 *【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 ：株式会社歯愛メディカル 

住所：石川県能美市福島町に 152番地 

 

製造業者：Zhejiang Shinye Medical Technology Corp.,Ltd. 

（ジェジャン シンエ メディカル テクノロジー社） 

製造国：中華人民共和国 

再使用禁止 

【禁忌・禁止】 

1. ニッケル及びクロムに対し、発疹、皮膚炎等の過敏症の既

往歴のある患者には使用しないこと。 

2. 再使用禁止 

a a 


